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序     文 

 

この報告書は、独立行政法人国際協力機構北海道国際センター（帯広）が実施した課題別研修「地

域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」に関し、その前身となる研修コースも含め

て 2008 年度から実施している同研修への参加研修員を対象に、帰国後の現状や本邦研修時に策定し

たアクションプランの進捗状況を把握して研修のフォローアップとして必要な指導や助言を行うと

ともに、今後想定される類似分野での研修の内容に反映させるため、2013年 3月 4日から 3月 17日

までの 14 日間、エチオピア連邦民主共和国及びモロッコ王国にフォローアップ調査団を派遣した結

果を取りまとめたものです。 

 調査団は、帰国研修員及び同研修員の所属先を訪問して関係者との協議や関連機関の視察を行い、

当該研修の案件目標を達成するうえでの課題を探り、地域資源を活用した乳肉生産のための牛の飼養

管理技術を向上させるため、本邦研修の成果をいかに効果的に発現できるかを調査しました。 

本調査結果を受け、地域資源を活用した牛の飼養管理技術やその効果的な導入が進み、研修コース

がより一層のインパクトをもたらすことを期待します。 

なお、今回の調査業務にあたりご協力頂いた帯広畜産大学をはじめ、関係者の皆様に対し心から感

謝の意を申し上げます。 

 

 平成 25年 11月 

 

  独立行政法人国際協力機構 

 北海道国際センター（帯広）帯広代表 睦好 絵美子 
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関連通貨の換算率（2013年 4月時点） 

エチオピア ブル（ETB） 1ETB≒¥5.349   
モロッコ  ディルハム（MAD） 1MAD≒¥11.682  
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（写真提供：Mr. Firew Kassa Esho） 

 

 

  

帰国研修員が指導した講習会の参加者が作成し

た現地語のタマネギ種子消毒 PDマニュアル 

（資料提供：FRGⅡ プロジェクト） 
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第１章 調査の概要 

 

１－１ 背景・目的 
JICA 北海道国際センター（帯広）が所管する課題別研修「地域資源に基づいた良質な乳肉生産の

ための牛の飼養管理」は、その前身となる研修コースも含め、2012年度までに 5回実施され、16 カ
国から 33名の研修員を受け入れ、2014年度まで実施する予定である。 
本研修においてはこれまで、本邦研修中のレポートの作成・発表とあわせ、帰国後 3カ月をめどに、

同レポートに挙げた取り組みの進捗状況をファイナルレポートという形でセンターに提出するよう

に研修員に指導してきているが、ファイナルレポートを提出した帰国研修員は少数である。 
本研修の目標である「地域資源を活用した乳肉生産のための牛の飼養管理技術について指導的な役

割を担う人材が育成される」の進展状況は、留学のために再来日した帰国研修員へのインタビューな

どから一部うかがうことができるものの、多くの帰国研修員の活動（帰国後の動向）は把握できてい

ない。 
このため、帰国研修員の活動状況やその関連施設・生産現場などを把握し、本邦研修の内容がどの

ように反映されているか（され得るか）を確認するともに、本邦研修において作成したアクションプ

ランの進展が芳しくない場合には、阻害要因を帰国研修員とともに見つけ状況の改善に向けた助言や

協議を行い計画の進展を促し、あわせて現地で帰国研修員などを対象に技術セミナーを開催すること

で、本邦研修の成果の維持・向上を図ることとした。 
今回のフォローアップ協力では、これまでに研修受入人数が比較的多く、2011 年度から作成指導

している Processing Description Manual（PDマニュアル、第２章２－２（5）参照）の活用状況を確認
できるエチオピア連邦民主共和国（以下、「エチオピア」と記す）、モロッコ王国（以下、「モロッコ」

と記す）を対象とした。 
 

１－２ 調査団の構成 
 担当業務 氏 名 職 位 

1 総括/牛の飼養管理 花田 正明 帯広畜産大学准教授（本研修コースリーダー） 

2 研修計画 木下 秀俊 JICA北海道国際センター（帯広）道東業務課 
プログラムコーディネーター 

 
１－３ 調査期間及び日程 

2013年 3月 4日（月）～ 2013 年 3月 17日（日） 
日順 日 付 曜 時刻 用  務 宿 泊 

1 3 月 4 日 月 16:15 
18:00 
22:00 

移動（帯広発 JL1156） 
  （羽田着） 
  （成田発 EK319） 

 
 
機内 

2 3 月 5 日 火 05:00 
10:30 
13:30 
16:00 

移動（ドバイ着） 
  （ドバイ発 EK723） 
  （アディスアベバ着） 
JICAエチオピア事務所との打合せ 

 
 
アディス

アベバ 
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3 3 月 6 日 水 06:30 
08:30 
10:30 
12:00 
14:00 
15:00 
17:00 

移動（アディスアベバ→アダマニア） 
肉牛肥育牧場 1 の視察 
肉牛肥育牧場 2 の視察 
移動（アダマニア→デブレゼイト） 
大規模酪農家の視察 
移動（デブレゼイト→アディスアベバ） 
「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロ

ジェクト」及び「農村地域における対応能力強化緊急

開発計画策定プロジェクト」専門家へのインタビュー 

 
 
 
 
 
 
 
アディス

アベバ 
4 3 月 7 日 木 07:00 

08:30 
 
 
10:00 
11:00 
 
14:00 
15:00 
16:00 
17:00 

移動（アディスアベバ→ホレッタ） 
ホレッタ農業研究センター所長へのインタビュー 
帰国研修員へのインタビュー 
 Mr. Ashagrie Aemiro Kehaliew  
小規模酪農家の視察 
集乳所・小規模乳処理施設（ビフトベルガ乳製品販売

連合）の視察 
ホレッタ農業研究センター施設の視察 
移動（ホレッタ→アディスアベバ） 
エチオピア農業研究所畜産部長へのインタビュー 
帰国研修員へのインタビュー 
 Mr. Kidanie Dessalegn Tarekegn 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アディス

アベバ 
5 3 月 8 日 金 08:30 

14:00 
技術移転セミナー（エチオピア農業研究所） 
JICAエチオピア事務所への調査結果報告 

アディス

アベバ 
6 3 月 9 日 土  

23:55 
資料整理 
移動（アディスアベバ発 ET704） 

 
機内 

7 3 月 10日 日 05:45 
12:40 
14:30 

  （パリ着） 
  （パリ発 AF2458） 
  （ラバト着） 

 
 
ラバト 

8 3 月 11日 月 09:00 
10:30 

JICAモロッコ事務所との打合せ 
移動（ラバト→エルラシディア） 

エルラシ

ディア 
9 3 月 12日 火 09:00 

 
09:30 
 
 
14:00 
15:30 
17:00 
20:30 

タフィラレット地方農業開発公社農業生産部長への

インタビュー 
帰国研修員による活動プレゼンテーション 
 Mr. Mohamed Ben Lakhal 

Mr. Oulahboub Ali 
小規模酪農家の視察 
中規模酪農家の視察 
乳処理施設（ジズ酪農組合）の視察 
タフィラレット地方農業開発公社所長へのインタビ

ュー 

 
 
 
 
 
 
 
 
エルラシ

ディア 
10 3 月 13日 水 09:00 

11:00 
15:00 
16:00 
16:30 
21:00 

技術移転セミナー（ジズ酪農組合） 
移動（エルラシディア→エルフォード） 
ヒツジ飼育の視察 
灌漑施設の視察 
移動（エルフォード→エルラシディア） 
青年海外協力隊員へのインタビュー 

 
 
 
 
エルラシ

ディア 
11 3 月 14日 木 08:30 

 
 
10:30 

帰国研修員へのインタビュー 
 Mr. Mohamed Ben Lakhal 

Mr. Oulahboub Ali 
移動（エルラシディア→ラバト） 

 
 
 
ラバト 
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12 3 月 15日 金 08:00 
10:00 
11:00 
 
 
 
13:00 
16:00 

移動（ラバト→アルジャディダ） 
ドゥカラ地方農業開発公社所長へのインタビュー 
アブダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上

プロジェクト専門家へのインタビュー（花田） 
帰国研修員へのインタビュー（木下） 

Mr. El Assouli Abdelkrim 
移動（アルジャディダ→ラバト） 
JICAモロッコ事務所への調査結果報告 

 
 
 
 
 
 
 
ラバト 

13 3 月 16日 土 06:40 
10:35 
13:35 

移動（ラバト発 AF1359） 
  （パリ着） 
  （パリ発 AF276） 

 
 
機内 

14 3 月 17日 日 09:20 
14:00 
15:30 

移動（成田着） 
  （羽田発 JL1155） 
  （帯広着） 

 

 
１－４ 主要面談者 
１－４－１ エチオピア 
（1）エチオピア農業研究所（Ethiopian Institute of Agricultural Research ：EIAR） 

Dr. Getnet Assefa Director, Livestock Research 
 

（2）エチオピア農業研究所ホレッタ農業研究センター（Ethiopian Institute of Agricultural Research, 
Holetta Agricultural Research Center） 
Dr. Aster Yohannes Center Directer 
Mr. Ashagrie Aemiro Kehaliew Researcher 

 帰国研修員 
Mr. Firew Kassa Esho  Associate Researcher 
 帰国研修員（帯広畜産大学留学中） 
Mr. Gebrewedihin Hegos Forage Researcher 

 
（3）エチオピア農業研究所ウェレ農業研究センター（Ethiopian Institute of Agricultural Research, 

Werer Agricultural Research Center） 
Mr. Kidanie Dessalegn Tarekegn Representative, Livestock Research Process 

 
（4）肉牛肥育牧場 1 

Mr. Samson Getachew Supervisor, Moges Assefa Farm 
 

（5）肉牛肥育牧場 2 
Mr. Awol Kassim Supervisor, Zeyneb Ahmed Beef Farm 

 
（6）大規模酪農家 

Mr. Getachew Gashew Farm Tour Operator, Genesis Farm 
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（7）小規模酪農家 
Ws. Birke Dejene Owner 

 
（8）集乳所・小規模乳処理施設〔ビフトベルガ乳製品販売連合（Biftu Berga Dairy Production and 

Marketing Union）〕 
Mr. Mesfin Migussle Union Manager 

 
（9）JICA エチオピア事務所 

大田 孝治 所 長 
中川 淳史 次 長 
木村卓三郎 所 員 

 
（10）JICA 専門家 

瀬尾 逞 農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト 
広田 浩介 農村地域における対応能力強化緊急開発計画策定プロジェクト 

 ㈱三祐コンサルタンツ 
 
１－４－２ モロッコ 
（1）タフィラレット地方農業開発公社（Regional Office of Agricultural Development of Tafilalet） 

Mr. 所 長 
Mr. Alioui Abdelghani  Chief, Agricultural Production 
Mr. Mohamed Ben Lakhal  Head of Department, Livestock Department 
 帰国研修員 
Mr. Oulahboub Ali  Engineer, In Charge Developing Cattle and Sheep Production 
 帰国研修員 

 
（2）ドゥカラ地方農業開発公社（Regional Office of Agricultural Development of Doukkala） 

Mr. Hidan Kamal Department Director 
Mr. El Assouli Abdelkrim Dairy Cooperative Supervisor and Extension Office 
 帰国研修員 

 
（3）小規模酪農家 

Mr. Liman Driss Owner 
 

（4）中規模酪農家 
Mr. Elomari Al. My. Ali Owner 

 
（5）乳処理施設 

Mr. Elomari Al. My. Ali President, Ziz Dairy Cooperative 
  （上記中規模酪農家と同一人物） 
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（6）ヒツジ飼育農家 
Mr. Kaduri Owner 

 
（7）JICA モロッコ事務所 
若林 基冶  次 長 
坂元 紀子  企画調査員（水・環境・地域開発） 
伊藤 牧   企画調査員（ボランティア） 
千葉 めぐみ  企画調査員（ボランティア） 
 

（8）JICA 専門家（アブダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上プロジェクト） 
木村 充 日本人専門家チームリーダー（新） 
落合 博 日本人専門家チームリーダー（旧） 
菅原 澄 灌漑技術専門家 
伊東 充代 業務調整専門家 

 
（9）JICA 青年海外協力隊 
高尾 あゆみ 幼児教育 
田岡 亜沙子 青少年活動 
中本 光マリア 助産師 
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第２章 調査結果 

 

２－１ 研修コースの変遷と受入実績 
課題別研修「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」は、2008～2010 年度に

地域別研修「中東地域良質な牛乳生産のための乳牛の飼養管理」、2011年度はカウンターパートの合
同研修として「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」、そして 2012年度は課題
別研修「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」と変更しつつ、これまでに 5
回実施され 16 カ国から 33 名の研修員を受け入れ、2014 年度まで実施予定である。研修参加国と人
数の内訳は以下のとおりである。 

 

　　　　年度
　国名

H20/2008 H21/2009 H22/2010 H23/2011 H24/2012 合　計

シリア 2 2 2 6
トルコ 2 2 1 5
エチオピア 1 2 3
モロッコ 1 2 3
ミャンマー 3 3
ヨルダン 2 2
アフガニスタン 1 1 2
オマーン 1 1
スリランカ 1 1
モンゴル 1 1
ベトナム 1 1
イラク 1 1
パレスチナ 1 1
スーダン 1 1
ニカラグア 1 1
マラウイ 1 1

合　計 4 6 5 9 9 33

研修員の参加人数

 
 
２－２ 研修コースの概要 
（1）上位目標 

牛の飼養管理に関する手法が対象組織内で共有される 
 
（2）案件目標 

地域資源を活用した乳肉生産のための牛の飼養管理技術について指導的な役割を担う人材が

育成される 
 
（3）単元目標 

1）牛の繁殖生理の基本を理解し 1年 1産を目標とした牛の飼養管理について説明できる。 
2）地域資源を利活用した飼料生産、乳及び肉生産のための栄養管理、さらに環境要因と家畜生
産との関連について説明できる。 

3）乳房炎対策や乳の衛生管理など衛生的乳質改善について説明できる。 
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4）乳用雄牛や経産牛肥育を中心とした効率的な肉生産について説明できる。 
5）地域資源に基づいた持続的な乳肉生産のための、牛の飼養管理技術に関する普及計画を策定
できる。 

 
（4）研修員参加資格要件 

1）技術指導者、普及員、研究者及び獣医 
2）当該分野において 3年以上の職務経験を有する者 
3）現場普及員もしくは専門技術員が望ましい 

 
（5）PDマニュアル 

本研修では 2011年度から Processing Description Manual（以下、「PDマニュアル」と記す）を
作成している。PD マニュアルは、ある技術の手順を研修員自身が各自のデジタルカメラで撮影
した写真に簡単な説明文を加えて解説するマニュアルである。パワーポイントで作成しているた

め、印刷して紙ベースのマニュアルとして使えるほか、研修員が帰国後に実施するセミナーなど

におけるプレゼンテーションの資料としても使用でき、技術移転の具体的なツールになり得るも

のとして導入された。2012年度の研修員は、「サイレージ」「発情発見テールペイント」「人工授
精適期スケール」「サイレージ添加用付着乳酸菌事前培養液」についての英語版 PD マニュアル

を 3 人一組で作り、その後これらのなかから各自が 1 冊を選び自国の言語に翻訳し、研修員 1
人当たり 5冊の PD マニュアルとその電子データを持ち帰った。 

 
２－３ 所属先・視察先の訪問結果 
 調査団は帰国研修員の所属先及び関係機関などで調査の目的を伝え、インタビュー、協議などを行

った。主な内容は以下のとおりである。なお帰国研修員の活動に関する事項は「２－４帰国研修員の

活動状況」に記す。  
 
２－３－１ エチオピア 
（1）エチオピア農業研究所（EIAR） 
－牛、ヒツジ、ヤギが多く飼育されており、牛の飼養頭数は約 5,000 万頭で世界 5 位である。
（日本は約 400万頭） 

－家畜の飼育は作物との複合農業が一般的である。 
－低い繁殖性が問題である。JICA 研修には繁殖や飼養管理が含まれておりエチオピアにとっ

て大変有益である。 
－これまでの帰国研修員の活動は大変良い。 
－研修員によるアクションプランは現実的な計画が望ましい。 
－研修参加者の選抜は公平に行っており帰国後に知識を共有できるような人物を送っている。 
－多くの研修はフォローアップがないが、本研修は今回のようなフォローアップがあり大変良

い。 
－アフリカのなかでも東部アフリカと南部アフリカでは気候が大きく違う。モンゴルの研修員

も一緒と聞いているが、本研修は地域別にすると更に良い。疾病についての研修も重要であ

る。 
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（2）エチオピア農業研究所ホレッタ農業研究センター 
－ホレッタはアディスアベバより涼しく乳牛の飼育に適した地域である。国内に 15 の農業研
究センターがあるが、酪農分野では本センターが中心的な役割を果たしており、酪農関連の

研究を多く実施するとともに普及活動も行っている。 
－小規模酪農家のほとんどは、大麦、小麦、テフ（Teff：イネ科の穀物で主食インジェラの原
料）、マメ、トウモロコシなどを栽培する複合農家である。 

－2012年に JICA研修に参加したMr. Ashagrie Aemiro Kehaliewは本センター畜産部門の責任者
であり重要な人物である。 

－JICA 研修は本センターの課題に直接関係している良い研修である。 
－農民を対象とした研修の予算は確保できているため、JICA 研修の内容を農民へ指導するこ

とは容易である。 
－職員が行う試験・研究は限られた予算で実施するため、職員ごとの研究計画を審査してから

予算の分配となる。 
－2011 年の帰国研修員 Mr. Firew Kassa Esho が帰国後新たに作成した牛乳の検査についての

PDマニュアルをラボラトリーの職員が使用している。 
 

（3）小規模酪農家 
－ホレッタにある小規模酪農家を訪問した。 
－泌乳牛 1頭、育成牛 4頭を飼養している。 
－乳牛のほかに、ヒツジを飼養するとともに養蜂も行っている。 
－泌乳牛には乾草・配合飼料のほかに青草を刈り取り給与している。 
－乳量は最盛期で 12kg/日である。 
－敷地内に井戸があり水の供給には問題がない。1日 70リットルの水を給与している。 
－牛乳は集落の Collection Center に出荷するが（集荷に来る）、一部は自宅でバター、チーズ
を製造して販売している。 

－牛乳の出荷は 1日 1回で、夕方搾乳した牛乳は翌朝まで井戸水で冷却し出荷する。 
－生乳販売以外にも、いくつかの現金収入の手段をもっている。 
－ホレッタ農業研究センターに近いため技術的サービスを受けやすい。しかし、こうしたサー

ビス機関から離れている農家への支援は不十分である。 
－農家は牛の発情兆候を知っており農業省の人工授精師に人工授精を依頼している。 
 

（4）大規模酪農 
－アディスアベバ近郊のデブレゼイトにある Genesis Farmを訪問した。 
－乳牛約 100頭を飼育し、うち 52頭を搾乳している。 
－品種はホルスタイン 75％＋ボラン 25％である。 
－灌漑システムの導入により、アルファルファ等の牧草を栽培している。 
－牛乳（低温殺菌）、ヨーグルトなどの製造販売を行っている。 
－専属の獣医師がおり、政府の人工授精サービスを受けている。 
－飼養管理全般にわたり大きな問題はみられない。 
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（5）集乳所・小規模乳処理施設 
－ビフトベルガ乳製品販売連合（Biftu Berga Dairy Production and Marketing Union）を訪問した。 
－Unionは、13の集落に集乳施設を設け、698名の組合員から牛乳を集め、加工、販売を行っ
ている。 

－集乳時に比重試験とアルコール試験を実施している。 
－受け入れた牛乳は集乳施設ごとに成分及び品質検査を行っている。 
－牛乳は生乳としてホレッタ及びアディスアベバで販売しており、一部はバターやチーズの製

造も行っている。 
－集乳は、各集落の集乳施設で毎日行っているが、集乳施設や運搬車には牛乳の冷蔵装置はな

い。 
－牛乳の温度管理に課題があるが、現在帯広畜産大学に留学中のMr. Firew Kassa Esho がこの
分野の勉強をしているため、調査団は彼にこの問題の改善に取り組むように提言する。JICA
帯広の研修と帯広畜産大学への留学を組み合わせて、問題が解決されることが期待される。 

－牛乳及び乳製品の衛生的品質については課題が多いが、Unionは日本の農協のような役割を
担っており、小規模の酪農経営にとって欠かせない存在である。 

－Unionの運営自体に大きな問題はないが、乳価の変動が大きいことが問題である。 
－人工授精サービスを行うとともに、飼料、種子、集乳缶などの酪農関連資材を組合員に供給

している。 
－街に比較的近い地域では人工授精師がおり人工授精が行われているが、人工授精師の数は十

分でないため自然交配に頼っている農家も多い。 
－ホレッタ農業研究センターと連携をとりながらサイレージ調整などの技術指導を行ってい

る。 
－飼料の質と量に問題のある農家が多い。 
 

（6）肉牛肥育牧場 
－アダマニアにある 2,300頭、1,000頭を飼育する 2軒の肉用牛肥育農家を視察した。 
－中東諸国への生体輸出用でボラン種のオスである。 
－肥育素牛を導入し 3カ月肥育して出荷する。肥育期間の日増体量は 1.0kgを上回る。 
－テフわらなど地域にある資源を有効に利用しており自家配合も行い給餌方法もほぼ確立し

ている。 
－ふん尿が泥と固まったものを近隣の農家に無料で提供している。 
－水の確保が課題であるがトラックで運んでおり必ずしも大きな問題とはいえない。 
－雨期のパドックの泥濘化対策は課題である。 
 

（7）JICA エチオピア事務所 
－過去 10年ぐらいで各地の道路が良くなってきており牛乳の輸送状況も改善されている。 
－市販されている牛乳のなかには異臭のするもの、おいしくないものがある。 
－開発途上国では乳牛に特化するのではなく肥育も含めた支援が有効である。 
－多くのヒツジが飼育されており高級なヒツジの皮を産出している。 
－農業省は畜産局の新設を計画している。 
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－農業協同組合という切り口での協力も可能性がある。 
－エチオピアは資源に恵まれた国ではないにもかかわらず成長を続けているように、アフリカ

における農業分野の協力は、これまでのベーシックヒューマンニーズ中心の協力から、もう

少し上を見据えた畜産にも大きな可能性がある。 
－「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」のフォローアップとして本

邦研修との組み合わせを検討するのも一案である。 
 

（8）農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト 
－帰国研修員の所属先の本部であるエチオピア農業研究所内にプロジェクト事務所があるた

め、本調査団によるセミナーの案内書を作成して参加を呼びかけていただくなど、調査の事

前準備の段階から大変お世話になった。 
－プロジェクト専門家は 2011年度の研修員による帰国報告会のなかで PDマニュアルを知り、
普及教材として有効であると考えた。 

－プロジェクト活動のなかに普及教材作成があり、プロジェクトが実施する研修として 1日半
で PDマニュアルの指導を行っている。これまでに約 150名がこの研修を受け、今後も 600
名ぐらいに指導する予定である。 

－本邦研修で提供された写真撮影のコツについてのスライドが特に役に立った。 
－プロジェクトとしては、コメ、野菜などの優先順位が高く、家畜は特に対象とはなっていな

い。 
－専門家は本邦研修参加者の人選にはあまりかかわっていない。 
－エチオピアでは小規模複合農業が一般的である。 
－1つの村に「作物」「畜産」「Natural Resource Management（土壌浸食、植林、ため池、流域
管理など）」の 3 名の普及員がいるのが基本である。 

－研究成果をポスターやリーフレットなどにするための技術や考え方を学ぶ課題別研修があ

るとよい。普及には現在でも紙ベースの普及材料が有効である。 
 

（9）農村地域における対応能力強化緊急開発計画策定プロジェクト 
－ソマリ州などでは灌漑なしでは農業ができない状況であり、旱魃で家畜が死んでいる地域も

あるようだがデータとしては確認できていない。 
－エチオピアの家畜数は依然として多いが、遊牧を行う人は徐々に減っている。 

 

２－３－２ モロッコ 
（1）タフィラレット地方農業開発公社 
－降水量が少なく灌漑が課題である。 
－畜産分野では飼料の確保が大きな問題である。 
－1軒で、ヒツジ、牛、ヤギなどを飼っている農家が多く養蜂を営む農家も多い。 
－JICA「エルラシディア県農村地域開発計画調査」のパイロットプロジェクトであった牛の
人工授精について、帰国研修員は承知しておらず直接的な関連性はなかった。 

－Regional Director から、同氏自身も JICA 筑波の研修に参加し、帰国後の指導によりオリー

ブの生産が向上したことを例に挙げ、本邦研修への謝辞が述べられた。 
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－調査団から学校給食が牛乳の消費量の安定に寄与した事例を紹介した。学校給食や配布によ

る牛乳の利用は農家の収入安定だけでなく人々の健康増進としての意義も大きい。 
 

（2）ドゥカラ地方農業開発公社 
－酪農はアルファルファによる放牧、大麦わら、トウモロコシサイレージ、購入濃厚飼料、シ

ュガービート残渣などが主な飼料である。 
－年間乳量はホルスタイン種 6,500～1万リットル、交雑種 3,000～4,000リットル程度である。 
－集乳の単位である Cooperative を統括する Local Association が酪農分野の大きな役割を担っ
ており人工授精や飼料の調達を行っている。 

－牛乳はネスレの乳処理工場がある。 
－乳質には脂肪率 3.5％以上などの基準があるが農業開発公社では詳細を把握していない。 
－牛乳の生産者価格は 1リットル平均 3.4ディルハム（約 40円）、消費者価格は平均 7.25ディ
ルハム（約 85円）である。 

－牛肉の生産者価格は 1kg平均 39ディルハム（約 456円）である。 
－2012年度の本研修の参加者は 53歳と比較的高齢ではあるが、帰国報告会を実施して同僚な
どに研修成果を共有し、農民への普及活動にも直接かかわっているため、年齢は関係なく適

切な人物を選んでいる。 
 

（3）小規模酪農家 
－タフィラレットの Mr. Liman Drissを訪問した。 
－タフィラレット地方農業開発公社は農家訪問の際にビニール製の使い捨てブーツカバーを

使用しており防疫対策についての基本的な姿勢ができている。 
－牛の栄養状態は良好である。 
－敷地内に井戸があり牛に与える十分な水が確保できている。 
－子牛の肥育、ヒツジの飼育など複数の収入源をもっている。 
－購入濃厚飼料への依存が高いのが問題である。 
－搾乳後の牛乳を冷やす冷蔵庫があると望ましい。 
－土壁に覆われた牛舎では換気と温度管理が難しいのではないかと懸念される。 
 

（4）中規模酪農家 
－タフィラレットの Mr.Elomari Al. My. Aliを訪問した。 
－トウモロコシサイレージが調製されており帰国研修員の指導成果がみられる。 
－搾乳した牛乳を牛乳缶に移す際に布でこし、牛乳缶を水槽で冷却するなど、牛乳を衛生的に

取り扱う意識があることがうかがえる。 
－牛ごとに乳量や人工授精の記録をつけており、牛の個体管理がなされている。 
－牛舎の規模に比して飼養頭数が多いため夏の暑熱対策が必要である。 
－夏場に乳房炎が多くなるといった問題を抱えている。 
 

（5）乳処理施設 
－タフィラレットの Ziz Dairy Cooperative の牛乳加工場を視察した。 
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－機材はフランスなどから導入している。 
－ビニールに充填された牛乳はセ氏 4度の冷蔵庫に保管されているとのことであったが、視察
の際に冷蔵庫に入った限りでは庫内の温度は 4度以上あるように感じた。 

－農業省、保健省、地方自治体がそれぞれ来て同じような衛生検査を実施している。 
－チーズ生産の計画があるとのことであるが、チーズのような発酵食品は、飲用の牛乳とは別

の施設で作ることが望ましい。 
－冬に牛乳の消費量が落ちることが大きな問題である。練乳、アイスクリーム、チーズなど保

存性の高い乳製品への加工に対する期待は大きい。乳製品製造などの経験がある JICA ボラ
ンティアの派遣は有効であると思われる。 

 
（6）ヒツジ飼育 
－ジョフ（Jorf）のMr. Kaduri の Farmを訪問した。 
－住宅街の細い路地の中にある家屋のような施設内で1階だけでなく2階や屋上にも飼育して
いる。 

－ヒツジの品種は、D’man sheepであり、年 2回出産させる生産技術を確立している。 
－ワクチンを定期的に接種しており問題となるような疾病は発生していない。 
－Kaduri氏の高い生産技術は国王から表彰されている。 
－一般的にはヒツジ肉より牛肉が好まれているため消費の拡大が課題である。 
－定期的に年 2回出産させる技術は農業試験場などで、効率性、ヒツジへの負担などを検証し
て、その結果をもって、他の地域や農家へ普及させることが望まれる。農家あるいは街中に

居住する非農家にとっても収入の向上が期待できる。 
－灌漑施設（カナート：地下水路）とオアシス農業を視察したが、アルファルファのような家

畜の牧草が更に栽培されることが望ましい。 
 

（7）JICA モロッコ事務所 
－モロッコは中進国であり、畜産分野の個々の技術より、技術をどのように普及させるかとい

ったことが課題である。 
－行政官の交流、準高級研修員の受入れといったことが有効である。 
－本邦研修の目的を見直す検討が必要である。 
－PD マニュアルのようなものを国内機関で共有することも重要である。 
－エルラシディア県の行政能力を上げることが重要である。 
－エルラシディア県で新たな案件を本部とデザイン中である。 
－エルラシディアより更に北部でヤギ乳の加工品を作ったボランティアがいる。 
－2012年の帰国研修員から JICAにプロジェクトプロポーザルが提出されているが内容の詳細
が分からない（→Mr. Mohamed Ben Lakhalとの面談ではプロポーザルの詳細を聞く十分な時
間をつくれなかったため内容を確認できず、モロッコ事務所の期待に沿えなかった）。 

 

（8）アブダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上プロジェクト 
－2012年の帰国研修員 Mr. El Assouli Abdelkrimの所属先であるドゥカラ地方農業開発公社が

プロジェクトのカウンターパート機関であるため、JICA 専門家はこの帰国研修員とも面識



－13－ 

がある。 

－当該地域では畑作農家などでも必ず牛を飼育しているため、灌漑のプロジェクトではあるが、

その先にある農業生産については畜産の視点も含めて考えたい。 
 

（9）青年海外協力隊 
青年海外協力隊の田岡亜沙子（青少年活動）、高尾あゆみ（幼児教育）、中本光マリア（助産

師）の 3氏にエルラシディアで面会し、当該地域の気温差が大きいこと、一般家庭においても
屋上などでヒツジを飼育していること、畜産物の消費状況などについて現場の視点からの貴重

な情報を頂いた。 
 

２－４ 帰国研修員の活動状況 
 今回調査対象となった帰国研修員は次表の 6名であり、帯広畜産大学留学中のMr. Firew Kassa Esho
を除く 5名には 2013年 2月中に電子メールで質問票を送付し回答を得た（付属資料５参照）。この回
答を参考に現地で帰国研修員本人及び上司などの関係者にインタビューし、以下のような活動を確認

した。なお、2011年の研修参加者は帰国後 1 年 3カ月、2012 年の参加者は帰国後 3カ月の時点での
実績である。 
 

 国 名 氏 名 
参加

年度 所属先 

1 エチオピア Mr. Firew Kassa Esho 2011 エチオピア農業研究所ホレッタ農業研究センター 
畜産課 准研究官 （帯広畜産大学留学中） 

2 エチオピア Mr. Ashagrie Aemiro 
Kehaliew 2012 エチオピア農業研究所ホレッタ農業研究センター 

畜産課 研究官 

3 エチオピア 
Mr. Kidanie Dessalegn 
Tarekegn 2012 

エチオピア農業研究所ウェレ農業研究センター 
畜産課長 

4 モロッコ Mr. Mohamed Ben Lakhal 2011 タフィラレット地方農業開発公社 
畜産課長 

5 モロッコ Mr. Oulahboub Ali 2012 タフィラレット地方農業開発公社 
畜産課 牛・ヒツジ担当  

6 モロッコ Mr. El Assouli Abdelkrim 2012 ドゥカラ地方農業開発公社 
酪農組合監視普及官 

 

（1）エチオピア Mr. Firew Kassa Esho 
－2012年 10月から帯広畜産大学に留学中のため 2013年 2月 22日に同学内でインタビューを行
った。 

－所属先で約 20名の同僚らに JICA研修の報告会を行った。 
－2カ所の牛繁殖センターで発情発見用のテールペイントを使い始めた。 
－JICA 研修中に作成した 6冊の PDマニュアルを現地語に翻訳した。 
－翻訳した PD マニュアルを使い、農民を対象に牛の飼養管理研修を 3回実施した。合計で約 180
名の農民が参加した。 

－乳たんぱく検査、乳脂肪検査についての PDマニュアルを同僚と作成した。 
－現地で実施中の「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」の研修の一環
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として、研究者や大学教官など 28 名を対象に 1 日半の PD マニュアル作成指導を行った（付

属資料８．のニューズレター参照）。 
－2012年 10月から帯広畜産大学に 3年間の予定で留学（博士課程・食品衛生学）している。 
－2012年 10月に「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」コースにおいて、
研修員を対象に「帰国後の活動と PDマニュアの利用」の発表を行った。 

－留学中に乳の衛生についての知見を深め、帰国後は乳の生産から消費までの衛生に目を配れる

ようになることが期待されている。 
－留学からの帰国後 6 年間（留学期間の倍の年月）は所属先で業務することが義務づけられてい
る。 

 

（2）エチオピア Mr. Ashagrie Aemiro Kehaliew 
－所属先で 32名の同僚らに JICA 研修の報告会を行った。 

－エチオピア農業研究所本部で全国の研究員 30 名を対象に JICA 研修の報告会を行った（付属

資料８．のニューズレター参照）。 
－本邦研修中に作成した PDマニュアルを現地語に翻訳した。 
－トウモロコシサイレージ調製の準備を行っており、雨を待ち 5～6月に開始する。 
－農家への普及のためのサイレージ調製のデモンストレーションを計画している。 
－帰国後 3カ月は研修を中心にほぼアクションプランに沿った活動を実施できている。 
－JICA 研修参加前は本人の専門である栄養に関する業務に偏りがちであったが、帰国後は畜産

分野全体の業務に積極的に取り組むようになった（上司のコメント）。 
－2013年 10月から帯広畜産大学に 3年間の予定で留学（博士課程・家畜栄養学）している。 

 

（3）エチオピア Mr. Kidanie Dessalegn Tarekegn 
－所属先で 10名の同僚らに JICA 研修の報告会を行った。 
－14の Districtから 3 名ずつ計 42名の普及員などに牛の飼養管理の講習会を行った。 
－District Agriculture Office と共同で、トウモロコシサイレージの調製を計画した。 
－本邦研修中に作成した PDマニュアルを現地語に翻訳した。 
－現地で実施中の「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」が行う研修に

おいて農業分野全般にわたる研究員や大学教員などを対象にPDマニュアルについての説明を
行った。 

－農民を対象に牛の飼養管理講習会を計画している。 
 

（4）モロッコ Mr. Mohamed Ben Lakhal 
－タフィラレット地方農業開発公社の職員 20名に JICA 研修の報告会を実施した。 
－2つの酪農組合に所属する 150名の農民にサイレージ作りのデモンストレーションを含む講習
会を開催した。参加者の反応は良かった。 

－サイレージ講習会に PD マニュアルを使用した。 
－サイレージ講習会によりソルガムサイレージを作る農家が 87軒（2011年）から 135軒（2012
年）に増加した。 

－PD マニュアルがあることで農民への普及によりフォーカスを当てるようになった。 
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－日本ではトウモロコシのサイレージを学んだが、モロッコではソルガムのサイレージを調製す

るといった応用がみられた。 
－3 月 13 日に実施したフォローアップセミナーで、19 名の酪農組合員を対象に PD マニュアル

のパワーポイントを使用して搾乳衛生と暑熱対策についての講義を行った。 
－JICA モロッコ事務所にプロジェクトの申請を行い回答待ちである。 
－アクションプランの実施達成率の自己評価は 70％である。 
 

（5）モロッコ Mr. Oulahboub Ali 
－2つの酪農組合を対象にソルガムサイレージのデモンストレーションを実施した。 
－2冊の PDマニュアルをアラビア語に翻訳した。 
－サービスマネジャー等に PD マニュアルを配布し本邦研修の内容を共有している。 
－2つの酪農組合40～60名を対象に講習会を開催しPDマニュアルのコピーを配布する予定であ
る。 

－本邦研修では個々の技術を学ぶと同時に、業務には個人としてではなく組織として取り組まな

ければならないことを研修全体から学び、そのように取り組んでいる。 
－アクションプランの実施達成率の自己評価は 50％である。 
－サイレージの調製に意欲的であり、完成したサイレージの写真を調査団花田団員（コースリー

ダー）に送信する予定である。 
－PD マニュアルの使用状況は良好であるが、さらに、畜産分野にとどまらず PD マニュアルの

作製方法を指導すると多くの技術移転が可能になるので、そのような機会を設けることを調査

団は提案した。 
 

（6）モロッコ Mr. El Assouli Abdelkrim 
－ドゥカラ地方農業開発公社の上司、職場の職員など 8名に本邦研修の資料を渡し JICA研修の
報告を行った。 

－3 月 14 日にドゥカラ地方農業開発公社で、現地で実施中の「アブダ・ドゥカラ灌漑地域にお
ける灌漑システム向上プロジェクト」の JICA 専門家を含む 20 名を対象にアクションプラン
についての会議を開催し上司の理解を得た。 

－シュガービートトップ及びオレンジの皮など、これまで捨てられていたものを利用してのサイ

レージの調製について農家と話を進めていた。調査団花田団員（コースリーダー）は技術的な

相談に応じることを約束した。 
－PD マニュアルをアラビア語に翻訳した。今後セミナーに用いる予定である。 
－農業以外の分野も含めて PD マニュアル作成方法についての研修開催を上司と検討している。 
－アクションプランの実施達成率の自己評価はほぼ 100％である。 
－研修員が本研修に参加する前に作っていた会議資料は長い文章が中心だったが、帰国後は文を

短くし写真を多用するようにしたところ同僚らに好評である。 
－「アブダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上プロジェクト」の対象地域の農家は必

ず牛を飼養している。牛は農家の収入の安定に重要な役割を担っており 「Cattle is bank of 
farm」であると調査団に話し、自分の仕事への誇りが感じられた。 

 



－16－ 

 以上のとおり、エチオピア、モロッコ両国において帰国研修員の活動状況を確認した。2011 年度
の研修員は帰国後の活動期間が 1 年以上あり活発な活動を確認できたが、2012 年度の研修員におい
ても帰国後 3カ月と短いものの現時点での進捗状況は順調といえる。 
 

２－５ セミナー開催結果 
 調査団はエチオピア、モロッコ両国においてフォローアップセミナーを開催した。エチオピアでの

セミナーはエチオピア農業研究所で実施し、畜産部長を含む畜産関連の研究者など 13名が参加した。
また、「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」から瀬尾 JICA 専門家が同席

した。帰国研修員Mr. Kidanie Dessalegn Tarekegnが司会を務め、調査団木下団員のあいさつ、帰国研
修員 Mr. Ashagrie Aemiro Kehaliewによる JICA 研修の概要と PDマニュアルの紹介、調査団花田団員
による「Cattle production from regional feed resources」の講演、質疑応答、瀬尾専門家のコメント、畜
産部長のあいさつなどが行われた。 
 このセミナーにおいて花田団員は、小規模酪農家においても衛生的に搾乳しているようだが、牛乳

の輸送時の温度管理に問題があり、酪農組合連合会などの組織を中心にこの問題に取り組むように提

言した。 
モロッコではタフィラレット地方農業開発公社の近くに位置するジズ酪農組合でセミナーを開催

し、組合長をはじめとする組合員など 19名が参加した。帰国研修員 Mr. Mohamed Ben Lakhalは PD
マニュアルのパワーポイントを用いた衛生的な搾乳方法の講義と日本における牛舎の暑熱対策の紹

介を行った。 
花田団員は、参加者が技術者ではなく農民であることから、エチオピアで使用したパワーポイント

を基本としながらも、急きょ前日の視察などで撮影した写真を加え、農民が理解しやすいような乳牛

の飼料に関する知識や技術について講義した。また、前日の農家視察の結果を踏まえて、暑熱対策へ

の助言、オリーブやリンゴの搾りかすなど当地で入手可能な副産物の利用を提案した。 
調査団は両国の帰国研修員が、今後彼らが実施する講習会などに使用できるように、フォローアッ

プセミナーで用いたパワーポイントの電子データを帰国研修員に提供した。 
 
２－６ 調査団帰国後のフォローアップ 
本調査団は帰国後、以下のようなフォローアップを行った。 

－2011 年度、2012 年度の本研修に参加した帰国研修員全員に、エチオピア及びモロッコで開催し
たフォローアップセミナーに使用したパワーポイントのデータを送信した。 

－エチオピアの帰国研修員が帰国後に作成した「乳脂肪検査」と「乳たんぱく検査」の 2冊の PD
マニュアルのデータを、帰国研修員全員に送信した。 

－モロッコの帰国研修員Mr. El Assouli Abdelkrimから、本調査のインタビュー結果についてのコメ

ントを求められたため、調査団員個人としての英文コメントを送信した。 
－エチオピアの研修員が帰国後に作成した「乳脂肪検査」と「乳たんぱく検査」の 2冊の PD マニ
ュアルを、この講義を担当した十勝農業協同組合連合会の講師に送付した。 

－2013 年 4 月 25 日に JICA 北海道国際センター（帯広）で本研修の講師などを対象に報告会を実

施した。 
－今回の調査対象国以外の帰国研修員からも活動に係る写真を収集した。 
－エチオピアで帰国研修員が指導した PDマニュアル講習会の参加者から、更に教わった者が作成
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したタマネギ種子消毒の PD マニュアルが、「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プ

ロジェクト」から JICA 北海道国際センター（帯広）に送信されたため、この PD マニュアルを

2013年度の PD マニュアルを作成しているコースで研修員に紹介した。 
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第３章 結果の分析 

 
３－１ 当該技術の現状 
３－１－１ エチオピアにおける牛の飼養状況 
（1）飼料給与 

今回、アディスアベバ近郊のホレッタにある小規模酪農家並びにデブレゼイトにある大規模

酪農家を視察した。エチオピアの主食であるテフ（Teff）のわらがいたるところで円錐状に山
積みされていたのが印象的であった。視察した時期が乾期の中盤にもかかわらずテフのわらが

豊富に存在していることから、この地域では乾期でも必要量の粗飼料を確保できているものと

推察された。テフのわら以外に小麦のわらや自然草地の乾草が粗飼料源として利用されていた

が、テフのわらは他のわらよりも消化性に優れているため、この地域ではテフのわらは重要な

粗飼料源として位置づけられていた。しかし、イネ科牧草であるテフのわらは、他のわらと同

様にたんぱく質含量が低いという欠点があり、家畜生産の向上のためには、サプリメントとし

てたんぱく質の補給が必要となる。一般に尿素などの窒素添加によりわら類の栄養価は改善さ

れる。エチオピアにおいてもテフのわらへの尿素添加により栄養価の改善が図れることは既に

エチオピア農業研究所で実証されている（Mesfin and Ledin, 2004）が、まだ、生産現場での実
用化には至っていないようである。先進国では尿素は比較的安価に購入できるが、エチオピア

では尿素は安価な資材ではないかもしれない。ホレッタ周辺では、油搾作物の Noug（？）や
アマニが栽培されているが、アマニ粕など油搾作物残渣の価格は 7.7ブル/kg（1ブル≒5円）
と、生産者乳価（7.0～8.0ブル/リットル）と同程度であり高価な飼料となっている。調査した
小規模農家では、エレファントグラス（暖地型牧草）並びに乾燥に強いマメ科の飼料木である

ツリールーサン（Tagasaste (Chamaecytisus palmensis)）を敷地内で栽培しており、必要に応じ
て泌乳牛に青刈り給与していた。 
ホレッタの年間降水量は 1,200mm と帯広より多く、トウモロコシの栽培が可能である。乳

牛用飼料のエネルギー源は主としてテフわらなどの粗飼料に依存しているが、トウモロコシサ

イレージ調製により、家畜、特に泌乳牛へのエネルギー供給量が改善され乳生産量の向上や購

入飼料への依存割合の低減が期待できる。2012年度の研修員のMr. Ashagrie Aemiro Kehaliew 
は、アクションプランでトウモロコシサイレージの調製を計画しており、今後の活動が期待さ

れる。 
大規模農家では、テフや小麦のわらのほかに灌漑により栽培されたアルファルファやギニア

グラスを給与していた。また、同牧場で栽培された野菜のくず（キャベツの葉）も飼料として

利用されていたが、いずれも新鮮物の形で給与されており、サイレージあるいは乾草調製は行

われていなかった。乾期でも灌漑により十分な水が供給され牧草が生育できる条件下では飼料

の保存の必要性は小さいが、発酵飼料調製などにより農産副産物の保存性を高めることにより、

小規模農家への飼料供給に貢献できると考えられる。北海道更別村の神野デンプン工場は、工

場から排出されるデンプン粕を主体とした発酵飼料を調製し、十勝管内の畜産農家に飼料を供

給している。同様のコンセプトをエチオピアに適応することにより、資源の有効利用や飼料基

盤の強化が図れると思われた。 
乳牛飼養において水は重要な栄養素の 1つであり、当初、水の供給不足が懸念された。しか
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し、視察した酪農家では井戸を利用しており、乾期でも十分な水を確保できていた。 
 

（2）飼養環境 
視察した小規模酪農家では、育成牛やヒツジは、屋外で飼養されていたが、泌乳牛は土壁で

囲われた薄暗い畜舎内で飼養されていた。このような空間で乳牛を飼養することは、乳房炎や

呼吸器疾患等の疾病予防やビタミン D の合成阻害（ビタミン D は、紫外線を浴びると皮膚で
合成される）などの観点から好ましくない。ただ、家畜の盗難対策、乾期の暑熱対策あるいは

雨期のパドックの泥濘化対策として閉鎖的な環境で泌乳牛を飼養しているのかもしれない。現

地の実情を把握せずに一方的に技術指導を行うのは好ましくないが、泌乳牛を健康的に飼養し

衛生的な牛乳生産を行ううえで、牛の飼養環境は極めて重要である。 
 

（3）牛乳の衛生管理 
大規模酪農家と小規模酪農家のいずれも搾乳方法は手搾りで、基本的な搾乳手順に従って搾

乳されていたが、その後の牛乳の処理は大規模酪農家と小規模酪農家とでは異なっていた。ア

ディスアベバ近郊のデブレゼイトにある乳牛約 100頭を飼養している大規模酪農家では、乳製
品を自家製造・販売しているため、牛乳を輸送する必要はなく、搾乳された牛乳は直ちに加工

処理されていた。一方、小規模酪農家で生産された牛乳は、毎朝、協同組合（Cooperative）に
よって集められ、生産組合から連合協同組合〔Union：ビフトベルガ乳製品販売連合（Biftu Berga 
Dairy Production and Marketing Union）〕に運ばれ、そこで加工もしくはアディスアベバの乳製
品加工工場へ輸送されていた。酪農家では井戸水による冷却や朝に乳を出荷するなど、できる

だけ牛乳の温度が上がらないように工夫はしていたが、冷蔵機によって牛乳が冷却されるのは、

連合協同組合の段階からであった。牛乳の流通において牛乳を低温で維持することは極めて重

要であり、コールドチェーンの確立もしくは現地での牛乳の一次加工などが牛乳の衛生管理に

とって重要な課題と思われる。太陽光やバイオガス発電等による冷蔵庫の設置は難しいかもし

れないが、気化熱を利用した冷却装置の設置、集落（Cooperative）ごとに搾乳場を設置して牛
乳の集中管理あるいは集落ごとに一次加工（例えば濃縮乳の製造）の実施など、当該地域の牛

乳の衛生的品質の向上に適した技術開発の支援が望まれる。視察した小規模酪農家で牛乳から

ヨーグルト・バターやチーズを製造して販売していた。これは現金収入手段の多角化とともに、

牛乳の腐敗防止対策でもある。 
 

（4）技術普及 
視察した小規模農家では、泌乳量に応じた飼料や水を給与しており、搾乳の基本的手順も理

解しているなど、この農家の乳牛の飼養技術は、一定レベルの水準に達していた。これはこの

農家がエチオピア農業研究所ホレッタ農業研究センターの近くに位置し、普及員（Development 
Agent）のサービスを受けやすいことや、前述したようにこの地域では協同組合が組織化され
技術情報を得られやすい環境にあるためだと思われる。ビフトベルガ乳製品販売連合では、牛

乳の集荷・加工・販売だけでなく、組合員への生産資材の供給（販売）、人工授精サービスや

エチオピア農業研究所と協力して生産技術指導も実施しており、日本の農業協同組合と同様な

組織である。普及員との役割分担は不明だが、小規模酪農家に対する技術指導・普及を担う組

織として発展が期待される。 
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（5）窒素供給源の確保 
ダンチャールズ（2013）が「アフリカの農家にもっと多くの窒素肥料が必要なことはほぼ異

論はないが、その入手先をめぐっては、激しい論争が起きている。……マラウイでは多くの農

家が、農地の一部で土壌の窒素を豊かにするマメ科のキマメやラッカセイを栽培し始めた」と

述べているように、エチオピアをはじめとしたアフリカの多くの国の農業生産において窒素が

制限要因になっていることは、周知のことである。ホレッタ周辺の小規模農家ではマメ科植物

のツリールーサンの栽培を試みており、デブレゼイトの大規模酪農家ではアルファルファを栽

培しており、生産者も窒素供給の重要性を認識している。窒素は、テフやトウモロコシのよう

な主食作物の生産にとって重要な肥料要素であると同時に、乳や肉といった動物たんぱく質生

産においても必要不可欠な栄養素である。 
肥料や飼料など窒素供給源を、供給量や価格が変動しやすい外部資源に依存することは、小

規模農家にとっては経済的に難しい場合が多く、また、小規模農家の持続的営農という点にお

いても、いかに国内あるいは地域内で窒素供給能力の向上を図るかが重要となっている。土壌

への窒素供給量を高める方法としてマメ科作物を利用した輪作体系の確立やバイオガスプラ

ントの消化液の利用などがあり、家畜への窒素供給を高める方法としてはマメ科牧草の栽培の

ほかに、搾油粕類や醸造粕類の給与が考えられる。アディスアベバや各地域にはビール工場が

あるようだが、そのビール粕の利用は限定的のようである。地域内の窒素供給能力を高めるた

めには、地域内における農業と畜産の連携やさまざまな食品加工産業の存在など産業の多様化

が必要である。地域内の産業の多様化は窒素をはじめとした地域資源の有効利用だけでなく、

新たな雇用の創出や生産物の付加価値向上などを通じて地域社会の活性化にも貢献できる。今

回、視察したアディスアベバ周辺のエチオピア高地の年間降水量や年間平均気温は帯広を上回

っており（アディスアベバ：1,179mm、16.6℃、帯広：920.4mm、6.5℃、理科年表）、農業の
複合化や地域産業の多様化を図るポテンシャルは十分にあると思われる。 

 
３－１－２ モロッコにおける牛の飼養状況 
（1）飼料給与 

アトラス山脈南東斜面に位置するエルラシディアでは降水量が少ないため栽培可能な作物

が限定されており、多くの作物は灌漑によって栽培されている。エルラシディアより更に南に

位置するオアシスの街、エルフォードでは伝統的な地下水路“カナート”による灌漑によって

デーツとアルファルファを栽培していた。エルラシディアの主要な作物はデーツ、オリーブ、

アルファルファ、リンゴ，小麦等であり、デーツのくず、アルファルファ乾草、小麦わら及び

フスマなどが飼料資源として利用されていた。しかし、オリーブやリンゴなどの食品加工工場

が地域内にないため、それらからの残渣は発生せず、飼料資源として利用されていなかった。

その一方で、ビートパルプ等を大西洋に面したアトラス山脈の北西部から購入して、牛やヒツ

ジに給与していた。エチオピアのアディスアベバ近郊と同様にエルラシディアも地域内に農産

物の加工工場がないため、生産物を域外へ原材料として搬出してしまい農産副産物の利用は極

めて制限されているようであった。「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管

理」コースでは、毎年、パイナップル粕や泡盛粕、ビール粕を飼料として利用している沖縄県

にある肉牛牧場やデンプン粕を利用して発酵飼料を調製している北海道内のデンプン工場を

視察しており、研修員から高い関心を集めている。これらの施設への視察は、単に副産物の飼
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料利用を紹介するだけではなく、副産物を飼料として有効に利用するためには、地域内の産業

構造の多様化が必要であることを理解してもらうことを目的としている。地域で生産される未

利用資源を、飼料資源として有効に利用するためには、地域内の産業構造の多様化が必要であ

る。 
また、エルラシディアではトウモロコシサイレージが流通飼料としてプラスチック袋に入っ

た状態で販売されていた。訪問した酪農家でもトウモロコシサイレージを泌乳牛に 1日 1頭当
たり 20kg（原物）程度給与しており、トウモロコシサイレージの産乳価値に対する評価も高
かった。トウモロコシサイレージの調製にあたっては帰国した本コースの研修員が技術指導を

しており、サイレージの品質向上に貢献していた。その結果、エルラシディア地区ではサイレ

ージを利用する農家が増えてきているとのことであった。帰国研修員は、今後も技術指導を継

続し、さらにトウモロコシ並びにソルガムのホールクロップサイレージ調製・利用の拡大を図

りたいと述べていた。飼料作物の栽培に灌漑水がどの程度利用できるか分からないが、栄養学

的にみてアルファルファとトウモロコシサイレージの組み合わせは乳牛への飼料として優れ

た組み合わせであり、トウモロコシサイレージの調製量が拡大されることによる乳生産量の向

上が期待される。しかし、トウモロコシ栽培の拡大には、水だけではなく肥料（主に窒素）も

制限要因となるかもしれない。トウモロコシとアルファルファの輪作など、土壌への窒素供給

も考慮した土地の利用形態の構築が望まれる。 
エルラシディアでも、水は乳牛へ十分に供給されていた。今回、2戸の酪農家を視察したが、

いずれも井戸水を利用して、新鮮かつ清潔な状態で給与されていた。 
 

（2）飼養環境 
視察した 2戸の農家ともに、高い塀に囲まれた中で牛が飼養されていた。エチオピアの小規

模酪農家ほどではないが、畜舎内環境は良好とはいえない状況であった。特に雄牛など肉用家

畜は、床がふんと尿で泥濘化するほど窮屈な空間で飼養されていた。外部から見ることができ

ないように閉鎖的空間で乳牛を飼養しているのには何らかの社会的理由があるかもしれない

が、疾病予防、畜産物の品質や生産性向上のためにも飼養環境の改善が望まれる。訪問した大

規模の酪農家で、飼養上の問題点として夏期間の乳房炎の増加を挙げていたが、乳房炎と飼養

環境との間には密接な関係があることはいうまでもない。 
また、閉鎖的な飼養環境は、夏期間の暑熱ストレスの増加にもつながりかねない。特に牛乳

を毎日生産する泌乳牛は、他の家畜に比べて熱発生量が多いため、暑熱ストレスに弱い。暑熱

ストレスは、単に飼料摂取量や乳量の低下だけではなく、繁殖成績の低下や免疫能力の低下を

引き起こす。エルラシディアの湿度は高くはないが、風通しの悪い閉鎖的な舎内では湿度が高

くなり、かなりの暑熱ストレスが牛にかかることが予想される。 
昨年訪問したミャンマーの酪農家では、簡易なバイオガスプラントでふん尿を回収してメタ

ンガス生産を行い、炊事などに利用していた。モロッコ・エチオピアのいずれも乳牛を牛舎内

で飼養していたので、バイオガスプラントの導入により家畜ふん尿のエネルギー並びに肥料資

源としての利用を図り、それによって牛の飼養環境の改善を図れるのではないだろうか。エチ

オピアで視察した肉牛肥育農家では、パドックに排せつされたふんを回収して、畑作農家へ提

供していた。ふん尿の窒素含量は高いためバイオガスプラントの消化液は、肥効の高い肥料と

して利用できる。牛のふん尿を回収して資源として利用することにより、トウモロコシ→サイ
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レージ調製→牛→ふん・尿→トウモロコシといった窒素資源の循環利用により乾燥地では不足

しやすい窒素資源の有効活用に貢献できるであろう。さらにこのシステムにアルファルファな

どのマメ科植物を組み入れることにより、窒素の持続的供給が可能となり、尿素などの地域外

からの生産資材に依存しない家畜生産形態の構築が期待できる。アルファルファの生産が行わ

れているエルラシディア周辺では、アルファルファとトウモロコシを組み入れた輪作体系によ

る飼料生産体系の構築により乳牛を中心とした家畜生産の向上が図れると思われる。 
 

（3）牛乳の衛生管理と乳製品製造 
エルラシディアで訪問した 2戸の酪農家とも機械搾乳が行われており、搾乳された乳は集乳

缶に入れ、集乳缶は出荷まで井戸水で冷却されていた。集乳缶に牛乳を入れる際、布で牛乳を

こすなど、牛乳の衛生的品質に対して配慮されているのがうかがわれたが、酪農家から牛乳処

理工場まで乳を輸送する間、乳の冷却がなされていないようであった。酪農家で生産された牛

乳は、車でエルラシディアの市街にある牛乳処理工場（ジズ酪農組合）に搬送されるので輸送

時間は長くはないであろうが、井戸水だけに依存した冷却システムでは、牛乳の衛生的品質を

良好に維持するのは難しいと思われる。 
エルラシディアで生産された牛乳は、ジズ酪農組合で飲用乳や加工乳に製造されていたが、

冬期間の乳製品の需要低下による乳製品の在庫量の増加が問題点としてあるようである。エル

ラシディアに限らず、一般に気温の低い時期には飲用乳を中心とした乳製品の需要が落ち込む。

このため冬期間に生産された乳を品質保持期限の長い製品に加工することにより、乳製品の需

要と供給の不均衡の是正を図れる。ジズ酪農組合では乳製品工場の地下でチーズ製造を計画し

ていた。フランス文化の影響を強く受けるモロッコではチーズの需要も高いと思われるので、

ラバトやカサブランカなど大西洋沿岸の都市での販売が期待できる。しかし、チーズに対する

需要が高い分、チーズの品質に対する要求も高く、一朝一夕に要求に応じた品質の高いチーズ

の製造は難しいかもしれない。また、飲用乳の製造と発酵食品の製造を同一建物内で実施する

のは、チーズ製造にかかわる微生物の飲用乳への混入リスクがあるため好ましくないので、チ

ーズ製造を実施する場合は、別棟のチーズ製造施設を建てる必要がある。チーズ以外に保存性

の高い乳製品として粉乳、練乳やアイスクリームがある。これらはチーズに比べて比較的簡単

に製造できるので、冬期間の余剰乳対策として、これらの乳製品の製造も考えられる。 
現在、国際連合食糧農業機関（FAO）がミャンマーで「Enhancing milk consumption and 

livelihoods through school milk programmes linked to small holder dairy operations (2011- 2013)」を
実施しているように、学校給食等への乳製品の供給も、乳製品の消費拡大につながると思われ

る。学校給食として子どもたちへ乳製品を提供することは、牛乳の消費拡大だけではなく、子

どもたちの健康増進に貢献し、酪農家の生活水準の向上も期待される。しかし、現地で活動し

ている青年海外協力隊の方たちの情報では、エルラシディアでは学校給食は実施されていない

ので、どのような形で子どもたちに乳製品を供給するかは検討しなければならない。 
 

（4）技術普及 
エルラシディアではタフィラレット地方農業開発公社、アルジャディダではドゥカラ地方農

業開発公社のように、モロッコでは農業開発公社が地域ごとにあり、農業開発公社がそれぞれ

の地域の農畜産業の技術支援にあたっているようである。これまでモロッコからこの研修コー



－23－ 

スに参加した研修員は、いずれも農業開発公社の職員であり、トウモロコシサイレージの導入

やビートトップやオレンジの果皮の飼料化に取り組むなど積極的に普及活動を実施していた。

世界各地でしばしば指摘されている技術の普及・指導に携わる職員の意識やモチベーションの

低さはモロッコでは感じられず、JICA による研修効果が表れやすい国ではないかとの印象を

受けた。今回の調査では、技術の普及・指導に携わる職員に対する技術研修や情報提供がモロ

ッコ国内でどのようなシステムで実施されているのかは把握できなかったが、引き続き技術の

普及・指導に携わる職員を本コースに研修員として招へいすることにより、対象地区の農畜産

生産レベルの向上に寄与できると判断された。 
 
【参考資料】 
Mesfin, R and Ledin, I (2004) Comparison of feeding urea-treated teff and barley straw based diets with hay 
based diet to crossbred dairy cows on feed intake, milk yield, milk composition and economic benefits, 
http://lrrd.org/lrrd16/12/mesf16104.htm 
ダンチャールズ（2013）化学肥料で肥沃になった未来、National Geographic 日本版 19巻 5号 102-119 
国際連合食糧農業機関（ミャンマーでの School Milk Programme）： 
http://www.fao.org/ag/againfo/home/en/news_archive/2013_Supporting_local_diary_development.html  

 

３－２ PDマニュアルの活用 
今回 6 名の帰国研修員のうち 5 名が本邦研修で作成した PD マニュアルを現地語に翻訳していた。

モロッコの帰国研修員の 1 名はフランス語とアラビア語の両方に翻訳している。また、6名の帰国研
修員全員がPDマニュアルを同僚との技術の共有や農家への研修に利用、あるいは利用を考えている。
さらにエチオピアの帰国研修員は、乳たんぱく検査、乳脂肪検査といった新たな題材の PDマニュア
ルを同僚と作成していた。 
エチオピアでは「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」が実施中で、この

プロジェクト活動のなかに普及教材の作成があり、専門家が研修員の持ち帰った PD マニュアルを評
価したためプロジェクトの研修として PDマニュアルの作成指導が実施された。1日半の研修で作成
した PDマニュアルのなかには、「リンゴの接ぎ木」などを題材にしたものがあり、分かりやすく PD
マニュアルに適した題材であるように思われる。プロジェクトではこれまでに約 150名がこの PDマ
ニュアルの研修を受け、今後 600名程度に指導する予定とのことである。 
本邦研修で PD マニュアルの作成指導をする時点では、帰国研修員が新たなテーマで PD マニュア

ルを作成することは期待していたが、帰国研修員自身が講師となり PDマニュアルの作成指導をする
ことまでは考えていなかった。エチオピアでは JICA プロジェクトの存在により偶然 PD マニュアル
が広く紹介されたともいえるが、モロッコでは帰国研修員 Mr. El Assouli Abdelkrim が PD マニュアル
を農業分野以外にも紹介しようと上司と協議していた。 
以上よりPDマニュアルは帰国研修員にとって同僚との知識や技術の共有及び農民などへの技術移

転に使い勝手が良い有効なツールであることを確認できた。 
 

３－３ 研修効果の発現に係る貢献要因と阻害要因 
 今回調査の対象となった 6名の帰国研修員の活動は、現時点ではおおむね順調であることが確認で
きたが、帰国研修員の活動を推進する要因と反対に阻害する要因には以下のようなものがあると考え
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られる。 
 
３－３－１ 貢献要因 
（1）研修と現地ニーズの合致 

エチオピアの多くの地域は雨期と乾期があり、モロッコは年間を通して降雨量の少ない地域

が多い。これら地域における牛の飼養管理では年間を通して安定した飼料の確保が大きな課題

である。本研修のタイトルの前半部分である「地域資源に基づいた」は、各国、各地で現在飼

料として利用されていないものの牛の飼料として利用可能な農業副産物に注目しており、特に

サイレージという保存可能な飼料として調整する知識・技術を中心に指導している。そして研

修員は日本で習得した知識・技術を生かし現地でサイレージの調製を農家に指導したり、所属

先でサイレージの試験を行ったりしている。したがって本コースで扱っているテーマはこれら

の国のニーズに合致しており、研修内容は現地の問題解決に直ちに反映できる内容であること

が確認された。 
エチオピアは牛の飼養頭数が世界第5位の畜産国であり、JICAエチオピア事務所によれば、

エチオピア政府は畜産局を新設する予定とのことである。したがって牛の飼養管理技術を扱っ

た本研修は同国の課題に合致しており重要であると考えられる。また、モロッコにおいては帰

国研修員が「Cattle is bank of farm」と評したように、牛の飼養管理は農家にとって重要な知識・
技術である。 

 
（2）帰国報告会の実施 

研修を終えて帰国した研修員が所属先に JICA研修について復命書のような形で報告するこ
とは多くの帰国研修員が行っているが、上司や同僚が出席しての帰国報告会を実施している帰

国研修員は少ないとの報告がある（平成 23年度「食の安全のための畜産物の利用と保蔵技術」
ソフト型フォローアップ調査報告書）。しかし、今回調査した 6 名は全員が帰国報告会を実施
しており、2011年度の帰国研修員だけでなく帰国 3カ月の 2012年度の帰国研修員においても
順調に活動を進められているのは、帰国報告会を実施したことが一因と考えられる。上司が参

加しての帰国報告会は、日本で習得した知識や技術を同僚らと共有するだけでなく、研修員の

帰国後の活動に上司の理解を得るのに有効である。本研修に限らずすべてのコースで帰国報告

会を実施するように指導することが望ましい。 
 

（3）所属先における継続的な勤務 
調査の対象となった 6名の帰国研修員は全員が現在も研修参加前の所属先に属している。た

だし 1名は 3年間の予定で所属先から帯広畜産大学に留学している。帰国研修員の所属先が研
修の前と後で同じであることは研修成果を発揮させるうえで重要である。それぞれの所属先の

意を受けて研修に参加しているのであるから、帰国後はその所属先の意に沿った形で研修成果

を還元する必要がある。留学中の 1 名も JICA 研修終了後から留学するまでの 1 年間に、PD
マニュアルの翻訳、新たな PD マニュアルの作成、PD マニュアル講習会を開催して講師を務

めるなど、PDマニュアルを積極的に活用しており、留学終了後も最低 6年間は所属先に戻る
ことが義務づけられている。 

 



－25－ 

（4）現地プロジェクトとの協力 
エチオピアの帰国研修員 2 名は、JICA の「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及

プロジェクト」が現地で実施している研修の一環として、畜産分野だけではなくエチオピア農

業研究所職員や大学教員などに PD マニュアルの作成を指導している。プロジェクトでは既に
150 名に PD マニュアルの作成指導をしており今後も研修を計画している。当初 JICA 帯広で

は本邦研修参加者と現地プロジェクトとの関係を十分に把握しておらず、プロジェクト側も本

コースの帰国研修員の帰国報告で偶然 PDマニュアルの存在を知ったという状況であるが、両
者の接点があったことで結果的にPDマニュアルがエチオピアで広く紹介されることになった。 
また、モロッコにおいては帰国研修員の所属先であるドゥカラ地方農業開発公社が、「アブ

ダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上プロジェクト」のカウンターパート機関であ

ることから、帰国研修員は JICA 専門家とも顔見知りで、帰国報告会にも上司らとともに専門
家を呼んでおり、本邦研修の成果と今後の経過を積極的にアピールしている。 
これらのことから、本邦研修の参加者が現地 JICAプロジェクト等と積極的にかかわること

で帰国後の活動に広がりができることを確認した。 
 

（5）適切な研修員の人選 
研修内容や講師が適切であっても参加する研修員が研修内容を生かせるような人物でなけ

れば成果が期待できないことは、いうまでもない。研修に参加する人物の選抜は極めて重要で

ある。 
研修参加者の選抜についてエチオピア農業研究所では、専門性があり帰国後に知識・技術を

共有できるような人物を、人事部と協議しながら公平性と透明性をもって推薦しているとのこ

とであった。今回、同国の調査対象となった 3名は研修中の態度も優れており、帰国後の活動
も順調なのは、選抜の過程が適切であったことがひとつの大きな要因と考えられる。 
モロッコからの参加者の 1 名は 50 歳を過ぎており、フィールドでの活躍はあまり期待でき

ないのではないかと危惧していたが、PD マニュアルをフランス語とアラビア語の両方に翻訳
したり、農民と未利用の農産物残渣を利用したサイレージの計画を準備したりするなどの具体

的な成果を出している。モロッコにおいてもエチオピア同様に公正な選抜を行っているとのこ

とである。 
なお、エチオピア、モロッコ両国において 3名の研修員のうち 2名は同一の所属先から参加

している。当該国における帰国研修員の地域的な分布が限定的になってしまうとの懸念もある

が、今回調査したかぎりでは 1つの所属先に複数の帰国研修員がいることで協力しあい成果が
高められているとの印象であった。研修参加者の推薦は現地の JICAプロジェクトの実施状況
や当該国省庁の方針などにより左右されるであろうが、同一地域あるいは同一国から複数の研

修参加者がいることで、帰国後の業務・活動に相乗効果が期待できると考えられる。国や地域

の状況に応じて戦略的な研修参加者の選抜が重要である。 
 

（6）現実的なアクションプラン 
今回調査した 6名が本邦研修中に作成したアクションプランの多くは、大きな予算を必要と

しない PD マニュアルの翻訳、新たな PDマニュアルの作成、農民を対象とした研修、サイレ
ージ調製のデモンストレーションといった、自分の業務に直結した実現性の高い計画であった。
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研修コースによっては大きな予算、多くの関係機関、新たな施設や機材などが必要となるアク

ションプランをつくっているが、帰国研修員個人あるいは所属先の権限や予算の範囲で実施可

能なアクションプランをつくることが、帰国後の活動に実現性をもたせるうえで重要であるこ

とを確認した。 
 

（7）PDマニュアルの活用 
本邦研修で習得した知識や技術を帰国後にどのように共有したり活用したりするかは本コ

ースに限らず大きな課題である。本コースでは 2011 年度から技術移転の具体的なツールとし
て PD マニュアルの作成を導入している。３－２に詳細したとおり帰国研修員は本邦研修で作
成した PD マニュアルを現地語に翻訳したり、現地での講習会に利用したり、新たなテーマを
題材にしたマニュアルを作成したりしており、PD マニュアルは帰国研修員にとって使い勝手
が良いツールと考えられる。 

 
３－３－２ 阻害要因 
（1）多忙な通常業務 

研修の参加者は研修参加前も帰国後もそれぞれの業務があり多忙であることが一般的であ

る。研修員は所属部署の責任者であることも多く、特に帰国後は研修で長期不在にしていた間

の業務が累積しているであろうことは想像に難くない。本邦研修で素晴らしいアクションプラ

ンを作成しても、その活動内容が通常の業務に沿ったものでなければ、新たな追加的な業務と

なり計画の遂行は難しいと考えられる。最終報告書の提出状況が悪い原因のひとつも日常的に

多忙であることが挙げられる。 
 

（2）予算の制約 
エチオピアの帰国研修員は、日本で習得した技術を農民を対象とした研修で指導することは

容易であるが、所属先での試験・研究を行うのは難しいと答えた。この所属先では農家を対象

とした、年数回の研修を実施しており予算も既に確保している。しかし新たな試験・研究を行

うためには、予算申請のための計画策定、審査、承認といった手続きが必要であり、このよう

な予算の確保は難しいようである。 
 

（3）研修の不十分な習熟度 
2012 年度にモロッコから参加した研修員の 1 名は研修途中からの参加であった。このため

研修前半に行ったサイレージについての習熟度が低く、サイレージの調製を試みる計画を立て

ているものの今後の実施に不安を抱えていた。調査団は今後いつでも相談に応じると助言した

が、研修途中からの参加は帰国後の活動にも影響があることが判明した。 
 

（4）技術普及システムの未発達 
地方部では家畜人工授精師などの技術者が不足しており、人工授精などの技術にアクセスで

きない農民も多い。限られた技術者がどのように普及を進めていくかは大きな課題である。 
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（5）未利用資源の不足 
日本では食品加工産業などが各地に点在しており、家畜の飼料として利用されていない食物

残渣等も比較的入手しやすい。しかし、今回調査を行ったエチオピア及びモロッコの地方部で

は農産物を加工する産業が育っていないため食物残渣等の入手が想像以上に困難である。 
 

３－４ 研修コースの企画立案に向けた提言 
３－４－１ 本研修の改善 
（1）課題項目 

本研修では飼料生産、繁殖管理、牛乳の衛生管理、肉生産及びこれらに関する PDマニュア
ルの作成などが主なテーマとなっているが、今回調査でこれらの内容が研修参加国のニーズに

合致していることを確認したため、今後も基本的には同様の内容で研修を行う。 
 

（2）実 習 
本研修への要望として、エチオピアの帰国研修員から、全体的に実習の機会を増やしてほし

い、小規模の酪農家を見学したい、またモロッコの帰国研修員から、人工授精、妊娠鑑定など

の実習を増やしてほしい、堆肥作製、乳製品製造について学びたいとの声があった。これらは

研修終了時の評価会におけるコメントとほぼ一致する。多くの研修参加者はある程度の知識を

有しているものの、実技を行った経験がないために実践をためらってしまうことがあると推察

される。サイレージの調製のように日本の研修で実習を行ったから帰国後に挑戦できたと考え

られる例もあり、実習の有効性は大きいと考えられる。研修員が希望するすべての課題への対

応は難しいが、担当講師などと実習の強化を検討することは重要である。 
 

（3）普及方法 
モロッコの帰国研修員から技術の普及方法についての講義や見学の機会が欲しいとの要望

があり、JICA モロッコ事務所からも普及方法が重要であるとの認識が示された。また、本研

修の単元目標の 1つは「地域資源に基づいた持続的な乳肉生産のための、牛の飼養管理技術に
関する普及計画を策定できる」であり、普及制度・方法を学ぶことは必要である。一方、日本

の農業普及には公的普及、組合による普及、民間による普及などがあり、これらをすべて学ぶ

には相応の時間が必要である。また本研修の参加者は現場での普及活動に携わったり試験場の

研究者などが比較的多く、各国の普及制度そのものを見直したり改善したりするような職位で

はない。 
したがって、本研修においては普及の詳細まで網羅する必要はないが、普及方法は重要な課

題であり興味をもっている研修員も多いことから、普及の概要について講義や見学の時間を増

やす検討をすることが望ましいい。 
 
３－４－２ 研修全体 
（1）現地プロジェクト等との連携 

エチオピア及びモロッコ両国において帰国研修員が現地で実施中の JICAプロジェクトと連
携して活動し研修成果を生かしている事例を確認した。課題別研修は、現地の JICAプログラ
ムあるいはプロジェクトの有無にかかわらず各国政府が必要と判断する研修に研修員を参加
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させてもよいとも考えられるが、研修員の帰国後の活動は現地で実施中のプロジェクトに関係

することで研修員の所属組織の理解や協力が得やすいことも事実であり、研修成果を生かす機

会も多いといえる。またモロッコでは乳処理施設をもつ協同組合が新たな乳製品の製造を検討

していたが、こうした組織に乳製品製造の経験のある JICAボランティアを派遣できれば、本
研修の帰国研修員と協力し成果の広がりが期待できると考えられる。すべての研修参加者に現

地プロジェクト等との連携を期待することは難しいが、研修事業と現地の事業の双方からの戦

略的な協力関係が増えることが望ましい方向であろう。研修参加者の人選にあたっても現地プ

ロジェクトや JICA在外事務所などの関与の下で、例えば同一地域・組織から継続的に研修員
を参加させるといった人選も期待される。 

 
（2）アクションプラン 

今回調査した 6名の帰国研修員は、研修中に作成するアクションプランについて、全員が野
心的なアクションプランよりも現実的なアクションプランが良いと考えており、アクションプ

ランについてインタビューのできた上司においても全員が現実的なものが望ましいと答えた。 
多くの研修コースでアクションプランあるいはそれに類するものを作成しているが、アクシ

ョンプランのなかには、活動内容、予算、施設・機材、関係機関の関与といった要素が研修員

やその所属先だけでは対応のできないプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）ある
いは PDMに類するものをアクションプランとしているものがある。これらの PDMは JICAあ
るいは他のドナーの支援を当初から想定している計画が少なくなく、こうした PDMをアクシ

ョンプランとして作成した帰国研修員のなかには、「ドナーが見つからないからアクションプ

ランが進まない」「予算がないから研修で学んだことが生かせない」といった不平不満や言い

訳を口にする者がいる。一方、本コースのアクションプランは、研修中に作成した PDマニュ
アルをどのように使用するか、帰国後はどのようなテーマで PD マニュアルを作成するか、そ
の他に実現可能な具体的な活動といった内容であり、帰国研修員個人あるいは所属組織として

対応可能な範囲の計画である。したがって、今回調査を行った帰国研修員のアクションプラン

の実施達成度は高く、本邦研修で得た知識や技術を帰国研修員の個々の状況に応じて十分に生

かしているということができる。また、他のコースの帰国研修員のなかに時折みられる、本人

が作成した野心的なアクションプランとそれを実施できない現実とのギャップから生じるフ

ラストレーションを感じている帰国研修員も今回の調査対象者にはいなかった。 
JICA ではプロジェクトという形での協力が多く、相手側も特別なプロジェクトという形で

の協力を望みがちなため、アクションプランとして PDMのような体裁が好まれていると考え

られる。また、PDM を用いたプロジェクトは複数年の計画であっても 1 回限りのイベントで
あることが多い。しかし、本コースの研修員の多くはそれぞれの所属先の日常的な業務を長年

にわたり継続すると考えられる。したがって、絵に描いた餅になりがちな PDMをアクション

プランとせず、研修で学んだことを通常業務にどのように具体的に反映させるかを記述したア

クションプランである現在のような内容が望ましい。PDM のような特別な書式や形式にこだ

わらず、箇条書きでも短くてもよいから実現可能な具体的な活動をアクションプランとすべき

である。 
本コースのアクションプランとしての PDMは適当ではないと考えるが、政策に大きくかか

わり新たなプロジェクトを検討できる立場の研修員が参加するようなコースにおいては PDM
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をアクションプランとすることの意義はある。また、本コースのような研修においても PDM
を扱うプロジェクト・サイクル・マネジメント（PCM）研修そのものはプロジェクトの形成
や運営を理解するうえで有益であり、PCM研修の実施や PDMそのものを否定するものではな

い。 
 

（3）帰国報告会 
今回調査した 6名の帰国研修員は全員が所属先で帰国報告会を実施している。インタビュー

した上司はいずれも帰国研修員によるプレゼンテーションに満足しており、所属先の同僚らへ

の知識・技術の共有の第一歩として重要な機会となっている。また、エチオピアの JICAプロ
ジェクトがPDマニュアルを見いだしたのも専門家が帰国報告会に出席したことがきっかけで
あった。研修員による帰国報告会は当然実施されているのではないかとの先入観が JICA側に
あるかもしれないが、必ずしも実施されていないとの報告もあり、研修員によるプレゼンテー

ションという形での帰国報告会を実施するように促すことは極めて重要である。また、帰国報

告会の実施報告を最終報告書として位置づけることも一案と考える。さらに、期日を過ぎても

最終報告書を出さない帰国研修員への提出の催促は、帰国研修員個人に直接するよりも、所属

先に提出依頼をした方が組織の業務の一部として認識されやすく対応しやすいとの回答があ

り、一考の価値がある。 

 

（4）PDマニュアル 
本研修で作成している PD マニュアルが帰国後に有効に利用されていることが確認できた。

研修コースの目的や研修参加者の職位にもよるが、帰国研修員から他者への技術の移転を期待

するようなコースにおいては PDマニュアルの導入を検討することが望ましい。研修における
PD マニュアル作成の目的のひとつは、普及教材の作成方法を習得してもらうことであるが、
本コースのように研修中に作成するPDマニュアルが帰国後に直ちに普及教材として使える内
容であることは重要であり、研修期間中に作成する PD マニュアルの題材選びにも配慮が必要
である。 

 

３－４－３ 新たな研修 
（1）小規模複合農業 

エチオピア及びモロッコ両国において小規模農家の多くは複合農業を行っており、帰国研修

員の所属先はいずれもこの状況を是認していた。エチオピアでは多くの農家が主食であるテフ

を栽培し、そのわらを家畜に給与しており、地面に落ちたふん尿と泥の塊を畑に肥料として使

用していた。小規模農家ではヒツジ、ヤギなども牛と一緒に飼育しており養蜂を行っている農

家も珍しくないとのことであった。また、モロッコのエルラシディアではオリーブやリンゴの

栽培も行われているとのことであり、「アブダ・ドゥカラ灌漑地域における灌漑システム向上

プロジェクト」の専門家によれば、当該地域における畑作農家の多くは牛を飼育しているとの

ことであった。帰国研修員によれば大麦のわらやシュガービートの残渣なども飼料として利用

している地域もあるという。このように両国において小規模複合農業が実践されていることが

分かった。 
インタビューによれば、農家は複合農業全般にわたり指導を受けたいと考えているが、指導
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する側は、作物、畜産、土壌などと専門が分かれており、1名の普及員だけでは農家の要望に
必ずしも応えられていないとのことであった。このような状況から小規模経営における複合経

営の重要性を地域社会に説明し、指導できるような人物を育成する研修が必要であると考えら

れる。 
一般的には家畜をもたない作物農家にとって、新たに牛を導入することは価格的にも飼養管

理技術についてもハードルがやや高いため、小規模複合農業の研修を実施するうえで扱う家畜

は、牛だけでなくヤギやヒツジなども視野に入れることが望ましいと考えられる。また、作物

については栽培する品種は地域によって多様であり、すべてに対応する研修を提供することは

不可能であるが、イネ科の穀類、根菜類、マメ類、野菜、果樹といった種類ごとの一般的な要

点などについての指導ができるとよいと考えられる。さらに、養蜂や淡水養殖などについても

紹介できれば更に望ましいであろう。 
 

（2）普及教材作成研修 
エチオピア「農民研究グループを通じた適正技術開発・普及プロジェクト」の専門家から、

農業試験場などにおける研究成果を現地へ普及させるためパンフレットやポスターの作り方

を教えるような本邦研修があればプロジェクト関係者を参加させたいとの提案があった。 
IT 分野の普及は世界的に広まっており開発途上国の都市部も例外ではないが、アフリカの

農村部においては IT による情報にアクセスできる農民は限られている。こうした地域では今
も紙による情報の提供が重要であり、その情報の効果的な作成が求められている。専門的にな

りがちな技術情報、例えば家畜伝染病の注意、肥料や農薬の使用方法などに関するパンフレッ

トやポスターを作製するうえでの要点や注意を学ぶ研修は有益であると考えられる。PD マニ
ュアルも普及指導員が農民などへの技術を指導するのに有効な手段として紹介できるであろ

う。 
IT 技術や映像に関する研修及び農業の普及制度に係る研修も複数ある。しかし、IT の恩恵

を受けられないような農村で具体的に使用できるようなメディアや普及教材などに焦点を当

てた研修は見当たらず、農業技術の普及方法に課題を抱えている多くの国において、抽象的な

概念にとどまらず具体的な成果品を生み出すことのできる研修として期待できる。 
 

３－５ 団長所感 
今回、課題別研修「地域資源に基づいた良質な乳肉生産のための牛の飼養管理」のフォローアップ

として、エチオピアとモロッコの 2国を訪問した。 
調査を終えた第一印象は、研修員が帰国後、研修で習得した技術を使いながら現地の牛の飼養法改

善に予想以上に取り組んでおり、おのおのの地域における家畜生産システムの改善に対する研修員の

意欲の高さであった。帰国した研修員の活動が、私たちの予想を上回った背景には、①研修員自身の

素質、②研修コースへの優秀な人材の選出、③研修員の所属機関の研修に対する理解、④同一地域か

ら研修コースへの継続的参加、⑤研修コースにおける PDマニュアル作成技術の習得などが挙げられ
るであろう。しかし、日本での研修が現地の家畜生産システムの改善に対して効率的に貢献している

かというと、まだ改善すべき点は多々あることを感じさせられた。まず、現地の実情を考慮した研修

内容の見直しが挙げられる。また、研修コースと現地プロジェクトあるいは青年海外協力隊との連携

といった、帰国した研修員の活動支援体制を構築する必要もあると感じられた。 
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第二の印象は、エチオピア、モロッコのいずれにおいても地域資源の利活用による家畜生産向上の

余地が十分にあるという点である。本研修コースの目的は地域資源を活用した乳及び肉生産であり、

農産副産物や食品加工残渣がどの程度飼料として利用されているかが今回の視察における重要な視

点のひとつであった。エチオピア、モロッコのいずれにおいてもテフのわらやデーツくずなどの、そ

れぞれの地域の副産物を飼料資源として利用していた。しかし、それ以外の副産物の利用は限られて

いるようであった。これは、これらの国の食糧生産システムが、副産物の発生しにくいシステムなの

かもしれない。地域内に食品加工場など農産物を加工する施設があれば、その加工場から副産物とし

て飼料資源が排出される。農産物を加工せずに地域あるいは国外へ販売すると副産物は地域内に残ら

ないが、地域で農産物を加工することで副産物を得ることができるほか、原料よりも高値での販売や

雇用の創出などを通して地域社会の活性化にもつながると思われる。原料供給型の生産形態からの脱

却が期待される。アディスアベバ周辺を移動中、花卉栽培の大型ハウスがいくつか見られ、近年、オ

ランダなどへの輸出用の花卉栽培が増えつつあるとのことであった。花卉の輸出は外貨獲得の有効な

手段であるかもしれないが、コーヒー豆のように原料を先進国に輸出するだけの生産体系でいいのか

どうかとの思いが巨大な花卉用ハウスの群を見ながら浮かんできた。 
第三の印象は、多くの皆様に今回の私たちの視察を温かく受け入れていただいたことです。エチオピ

ア並びにモロッコ JICA事務所、帰国研修員、視察先の関係機関・農家の皆様、更にはエルラシディ
アの青年海外協力隊の方々をはじめ多くの方にお世話になりました。皆様に厚くお礼申し上げます。 
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９．帰国研修員が作成した PD マニュアル 
10．中間報告書 
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１．帰国研修員リスト（エチオピア・モロッコ）
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長方形
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２．現地調査報告書（エチオピア）
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長方形
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３．現地調査報告書（モロッコ）
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４．現地説明用資料
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５．事前質問票及び回答
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６．セミナープログラム及び出席者リスト
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７．セミナー配布資料
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